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要約

本研究では，教員養成系大学に在籍する学生の「チーム学校」の理解を測定する尺度を作成し，学生の「チー

ム」学校の認知度及び理解を検討した。 1年生の大学生 723名に対してアンケート調査を実施し分析を行った結

果，「チーム学校」の理解測定尺度は，「連携スキル」，「教育支援専門職の理解」，「遮携への積極性・開放性」，「教

師中心性」，「分業意識」の 5因子が見出された。また，教師を目指す教員養成課程の学生と， SSWゃSC, 学校

事務を目指す教育支援専門職養成課程の学生との間で，チーム学校の認知度及び理解度に違いがみられるかを検

討したところ，教員養成課程の学生よりも教育支援専門職養成課程の学生の方が，有意に「チーム学校」につい

ての認知度が高く，チームとして多職種との連携や協働について前向きであることが示された。課程間でのチー

ム学校の認知度や理解の差を少なくしていくために，両課程の学生の相互理解を促していく機会の必要性が示唆

された。

Keywords: チーム学校，教員養成教育支援専門職

I 問題と目的

近年，不登校やいじめ，発達障害のある児童生徒，

虐待等，学校現場における間題は複雑化・多様化して

いる。こうした事態に対応していくために，文部科学

省(2015)は，学校組織や業務の在り方を見直し，「チー

ムとしての学校」を作り上げていくことの必要性を述

べている。「チームとしての学校」とは， 「チームとし

ての学校の在り方と今後の改善方策について（答申）」

において，複雑化・多様化した課題を解決していくた

めに，教師と多様な専門性を持つ職員が一つのチーム

としてそれぞれの専門性を生かし，連携・協働して取

り組む学校の在り方であると示されている。そしてこ

れを実現していくために，①専門性に基づくチーム体

制の構築②学校のマネジメント機能の強化，③教職

員一人一人が力を発揮できる環境の整備， といった，

これまでの教師中心の学校経営観からの転換を図るこ

とが求められている。すなわち，これからの学校は，

教師以外にも，スクールカウンセラー（以下， SC)やス

クールソーシャルワーカー（以下， SSW),学校事務とい

った異なる専門性を有した多職種が連携・協働して教

育に携わる組織を実現していくこととなる。

事実，多職種と連携・協働することの効果として，

例えば，コミュニケーションに課題のある児童に対し

て， SCと教師がともに具体的な目標を設定し，SCが適

宜，教師に対してインストラクションやフィードバッ

クといった行動コンサルテーションを行った結果，対

象児に対する教師の援助行動が増加し，対象児童の社

会的スキルの増加が示された（小林，2005)。また， SCと

の協働経験のある担任教師にインタビュー調査を行っ

た山本(2015)によると，「担任のしづらい動きを担って
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もらうことでゆとりを得る」，「SCの情報や発言から生

徒・保護者への理解を深める」，「対応にあたってのガ

イドを得て判断の参考にする」，「気持ちや考えへの保

証を得て精神面の回復に役立てる」ことに SCの活動

を生かしており，これによって教師が生徒や保護者に

「安心して対応できる」ようになることが示されてい

る。加えて，小中学校における児童生徒の問題行動に

対して SSWと連携を図ることで，間題行動のアセス

メントや対応計画，関係者のコーディネートがなされ

ることにより，学校や家庭の対応に変化が生まれ，関

係機関との連携が促進されることも示されている（中

村ら，2014)。このように，教師と専門職の連携・協働を

通して，より適切な児童生徒への関わりや子ども理解

の深まり，教員の負担軽減関係機関との連携強化等

の効果が期待できることがわかる。

こうした効果的な連携・協働を行うにおいては，各

職種が単に同じ場で働いているというだけでは不十分

であり，教師と専門職双方の積極的なコミュニケーシ

ョンを通した相互理解や惜報交換，組織全体を見通し

たマネジメント行動が必要となる。 1995年の SC活用

調査研究委託事業から始まった SCも，派遣開始から

10年以上が経過した現在においてこそ，暴力行為不

登校，いじめの発生軽減に一定の効果を上げているこ

とが示されているものの（文部科学省，2007),事業開始

当初においては， SCに期待する役割として，教師は学

業や進路の指導人権活動，ホームルーム活動などの

教師と心理専門職との役割を折衷した役割を期待して

いたのに対し，教師援助という役割はあまり期待され

ていなかった（伊藤・中村，1998)。これは，学校におけ

る心理専門職ができることについて十分に知られてお

らず，また SCも学校における心理専門職としての役

割を模索していた時期であることが大きいであろう。

土居・加藤(2011b)は， SCと教員の連携促進要因につい

て検討し， SCの職務内容の明確化により双方の情報共

有が促され， さらに SCが継続的に活用されていくこ

とで，チームの問題への対処が促されることを示して

いる。同時に， SCが勤務校の状態に応じて柔軟に活動

内容を変え，学校の活動に加わっていくことでも情報

共有が促され，問題への対処につながることも示され

ている。また，専門翻則に求められるスキルとして，

コーディネーション能力を測定する尺度を作成した瀬

戸・石隈(2002)及閃頼戸・石隈(2003)は，援助チームを

立ちあげるために教職員に働きかけ校内のネットワー

クを作る SCの能力が，保護者や担任との連携行動に

つながることを示している。SCに対する満足度という

観点から教師に対して聞き取りを行った吉村・田鴬

(2013)によると， SCが自ら教職員へ関わっていくなど

して SCという存在を知ってもらうこと，担任だけで

なく管理職や他の教職員との間にも情報共有が行われ

意思の疎通ができていることや，子どもや保護者の肯

定的変化や， うまくいかなかった対応，その後の対応

について教職員と共有できることが教職員の満足度に

つながることが指摘されている。すなわち，多職種と

の連携・協働においては，学校における専門職の職務

内容を理解してもらうと同時に，専門職側においても，

教職員とコミュニケーションを図り，情報共有や組懺

に柔軟に入っていくことによって，教師ー専門職の連

携・協働が促されていくといえるだろう。

以上のように，学校現場の多様な間題に対応してい

くにあたり，自身の専門性の向上だけではなく，チー

ムの一員として機能していくことができるよう，教師

側と専門職側双方の理解や，コミュニケーションが求

められている。こうしたスキルやチーム対応に関する

認識は，現職の者だけでなく，これからの新しい学校

組織で働いていく教職を目指す学生や教育支援専門職

を目指す学生にとって，備えておくべきものである。

しかしながら，大学生の段階で，教員養成系の学生た

ちが，どの程度“チーム”の一員としてのスキルを持ち，

連携や協働について認識しているかについては不明で

ある。また，このようなチームに関する学生のスキル

や認識を測定するような尺度は見られない。よって本

研究では，教員養成系大学の学生を対象とし，学生が

いかに“チーム”のスキルを持ち，連携・協働に関する

認識をしているかについて測定する尺度を作成し，現

状における学生の「チーム学校」の理解について検討

する。この時，履修カリキュラムや将来目指す職種に

よっても理解の仕方が異なることが考えられるため，

教師あるいは教育支援専門職を目指す学生間で比較検

討を行うこととする。

II 方法

1 調査対象者と調査時期

愛知教育大学に通う大学 1年生に対して自記式質問

紙調査を行った。当大学 1年生においては，教師を目

指疇員養成課程（以下，教員課程）と，教師を支援する

専門職 (SC,SSW, 学佼事務）を目指す教育支援専門

職養成課程（以下，支援課程）の学生がおり，両課程の 1

年生に同時に実施した。

1年生全員が受講する講義時間を利用し，受講生に

対して質問紙を配布した。 15分程度の時間を取り一斉

に質間紙に回答してもらい，講義終了後に回収を行っ

た。調査時期は2017年 11月であった。

受講者 866名のうち 729名から質問紙を回収し（回

収率 84.18%), そのうち，欠損の多い者，すべて同じ

数字を回答しているなどのいいかげんだと思われる者

を除いた723名（男性249名，女性452名，無回答22

名）のデータを分析の対象とした。また，教員課程588

名侵性224名，女性349名，無回答 15名），支援課

程 135名（男性25名，女性103名，無回答7名）であ

った。
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2 質問紙の構成

(1)基礎情報・「チーム学校」の認知度

学年・専攻について尋ねたうえで，「チーム学校」の

認知度を尋ねるために，「チーム学校という言葉をこれ

まで聞いたことがありますか」という教示をし，「lは

じめて聞いた」，「2聞いたことがある」，「3少し知って

いる」，「4よく知っている」の4件法で回答を求めた。

なお，この質間に対して 2,.....,4で回答した者には，チ

ーム学校についてどこで知ったのか（授業内か授粟外

か）を回答してもらった。

(2) 「チーム学校」の理解測定尺度

瀬戸・石隈(2002)及閃頼戸・石隈(2003)による「個別

援助チームコーディネーション行動」尺度と「システ

ムに関するコーディネーション行動」尺度，原田(2005)

の「教師の教育相談蜆尺度」を参考に，多職種連携や

協働への姿勢知識能力について問う尺度を独自に

作成した。原尺度の項目は32項目であった。

「以下の文章を読んで，あなた自身やあなた自身の

考えに最も当てはまる番号に0をしてください」と教

示し，「他職種の専門的な理論や技法を学ぶことで，教

育活動の質を高めたい」， 「スクールソーシャルワーカ

ーの仕事内容や，学校での役割について理解している」

といった項目に対し，「1まったくそう思わない」から

「4とてもそう思う」までの4件法で回答を求めた。

(3) SSW, SC, 判如肝務の認知度

「チーム学校」理解測定尺度において，「スクールソ

ーシャルワーカー（スクールカウンセラー・学校事務）

の仕事内容や，学校での役割について理解している」

の項目に対して， 「3ややそう思う」「4とてもそう思

う」と回答した者について，次のように追加質間をし

た。「スクールソーシャルワーカー（スクールカウンセ

ラー・学校事務）の仕事内容や，学校での役割を理解

するために役立ったものは何ですか」と尋ね，授業内

ヵ寸受業外かを回答してもらった。

3 倫理的配慮

対象者に対して質問紙実施前に口頭で，本調査は強

制ではないこと，成績評価とは全く関連がないこと，

得られたデータは統計的に処理し個人が特定されるこ

とはないこと，研究以外の意図でデータを使用するこ

とはないことを説明し，それに同意した上で質問紙に

回答するよう説明した。また，同様の内容は質間紙の

フェイスシートにも記載し，対象者自身にも各自読ん

でもらい，対象者が同意した上で実施された。

m 結果

1 チーム学校 SSW, SC, 学校事務の認知度

各項目の平均値と標準偏差を Tablelに示す。また，

各項目について，課程を独立変数とした対応のない［

検定を行ったところ(tablel),すべての項目において支

援課程の学生方が教員課程の学生よりも有意に高い得

点を示した（順に町21)=29.70,p<.001; !(_719)=20.07, 

p<.001項711)=14.82,p<.001濱711)=16.50,p<.001)。

Tablelチーム学校・SSW・SC・学校事務の平均値・標準偏差及

びt検定の結果(n=723)

チーム学校

SSW 

SC 

学校事務

M
S
D
M
S
D
M
S
D
M
S
D
 

全体教員課程

2.00 1.63 

1.04 .73 

2.00 1. 77 

.75 .58 

2.24 2.06 

.74 .63 

2.14 1.97 

.69 0.58 

支援課程

3.61 

.57 

2.97 

.63 

3.01 

.67 

2.90 

0.65 

t値

29.70*** 

20.07*** 

14.82*** 

16.50*** 

***p<.001 

また，チーム学校について「2聞いたことがある」

以上の回答をした者427名（教員課程292名，支援課

程 135名）について，授業内あるいは授業外のどこで

聞いた・知ったかについて回答を求めた結果，教員課

程は授業内が77名，授業外が21名，無回答 194名で

あった。支援課程では授業内が 56名，授業外が4名，

無回答75名であった。

加えて， SSW,SC, 学校事務の仕事内容や学校での

役割を理解しているかについて，「3ややそう思う」「4

とてもそう思う」と回答した者に対して，授業内ある

いは授業外のいずれが理解に役立ったか回答を求めた。

SSWについて理解していると回答した 146名（教員課

程40名，支援課程106名）のうち，教員課程は授業内

3名，授業外4名，無回答33名であり，支援課程は授

業内49名，授業外 l名，無回答56名であった。そし

て SCについて理解していると回答した 228名（教員

課程 121名，支援課程107名）のうち，教員課程は 10

名が授業内， 17名が授業外，無回答 94名で，支援課

程は授業内43名，授業外2名，無回答62名であった。

最後に学校事務について理解していると回答した 175

名（教員課程72名，支援課程103名）のうち，教員課

程は，授業内5名，授業外6名，無回答61名であり，

支援課程は授業内37名，授業外0名，無回答67名で

あった。

2 「チーム学校」の理解測定尺度の因子分析

独自に作成した尺度であるため，因子分析を行った。

全32項目のうち， 1項目（間 18「児童生徒の間題が

ない学校には，スクールソーシャルワーカーやスクー

ルカウンセラーなどの専門家は必要ない」）においてフ

ロア効果が見られたため，この項目を除いた 31項目

に対して，最尤法，プロマックス回転による探索的因

子分析を行った。さらに，固有値の減衰状況（第 1因子

から第5因子まで， 6.08, 3.65, 2.30, 1.45, 1.22)と項

日の内容を考慮し， 5囚子を基準とした囚子分析を再
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度行った。因子負荷量.30を基準に，因子負荷量.30未

満あるいは 2つ以上の因子への負荷量30以上の項目

を削除した。問3, 問13, 問6, 問25, 問8の順に削

除しながら囚子分析を繰り返したところ，すべての項

目が負荷量.30以上となり，各因子に項目のまとまりが

みられたため，因子分析を打ち切った(Table2)。

Table2「チーム学校」の理解測定尺度の因子分析結果（プロマックス回転後のパターン） (n=723) 

問20教員の仕事内容や、学校での役割について理解している

問28他の課程やコースといった自分とは専門性の異なる人と、いじめや不登校、虐待と
いった子どもの問題について、対応を協議することができる

1 2 3 4 5 

.66 .01 -.12 .05 -.15 

.62・.12 .10・.17 .03 

問15子どもの教育や発達について、自分なりの考えを持っている .59 ・.19 .15 .01 ・.06 

問22管理職の仕事内容や、学校での役割について理解している .57 .12 ・.23 .06 .04 

問24教育における家庭の役割を理解している .56 .04 ・.04 ・.02 ・.05 

問17他の課程やコースといった自分とは専門性の異なる人と、子どもの教育や関わり方に
ついて意見交換をすることができる

.56・.18 .15・.06 .12 

問12学校内の様々な職種の役割分担について理解している .46 .23 ・.07 .07 .09 

問10自分が目指している職種の学校内での役割や専門性について、他者に説明すること
ができる

.46 .16・.06 .12・.04 

問7教育における地域の役割を理解している .44 .13 .04 .06 ・.04 

問27児童生徒を支援する時、他職種同士がどのようにお互い関わり合っているのか理解し
ている

.37 .26 .01 .03 .27 

問5
問題を抱えた児童生徒の保護者の、不安感や抵抗感などの気持ちを推察することが
できる

.36 .00 .17・.01 .12 

問30スクールソーシャルワーカーの仕事内容や、学校での役割について理解している —.07 .88 .05 ・.06 .04 

問32学校事務の仕事内容や、学校での役割について理解している .02 .84 .06 ・.06 ・.01 

問31スクールカウンセラーの仕事内容や、学校での役割について理解している .05 .82 .05 ・.05 ・.16 

問4
問題時だけではなく日常生活の中でも、児童生徒と様々 な職種の人との関わりは必

要だ
・.02 .10 .56 .17・.08 

問2 児童生徒の対応で困った時、他の人の力杞昔りたい —.12 .05 .54 ・.06 .07 

問9
自分が目指している職種以外の職種の仕事内容や役割、専門性について学ぶ機会
を持ちたい

.14・.07 .53・.01・.03 

問14他職種の専門的な理論や技法を学ぶことで、教育活動の質を高めたい .13 ・.06 .52 .01 ・.06 

問26児童生徒を支援する時、様々 な職種の人と一緒になって対応する方がうまくいく .11 .14 .44 .01 ・.01 

問19支援している児童生徒から得られた情報は、職種にかかわらず関わっている者すべて
の間で共有する必要がある

・.10 .12 .42 .09 .08 

問23児童生徒の人間形成のためには、クラス活動から部活動まで、児童生徒のあらゆる
場面に教師は関わるべきだ

・.04・.01 .06 .52・.06 

問1 様々 な職種の中でも、教師が一番、児童生徒のことを理解しておく必要がある 一.10 ・.02 .18 .47 .01 

問11児童生徒が問題を起こすのは、教師の問題である .07 ・.08 ・.08 .44 ・.04 

問21学校内における児童生徒の問題は、教師が中心となって解決する必要がある .09 ・.18 .02 .39 ・.07 

問29児童生徒の問題は特定の専門家が対応することであり、専門職以外の職種の者が
関わることではない

・.05・.05・.07 .22 .65 

問16問題を抱えた児童生徒への支援に教師が時間を割く必要はなく、スクールソーシャル
ワーカーやスクールカウンセラーなど専門家に任せた方がよい

.07・.06 .04・.22 .61 

因子間相関 1連携スキル

2教育支援専門職の理解 .48 

3連携への積極性・開放性 .24 .11 

4教師中心性 .40 .08 .03 

5分業意識 .27 .17 .40 .33 

除外項目

問3 どのような地域の専門家が学校に関わっているか理解している

問6 様々 な職種が一緒に働くことは、非効率的である

問8 児童生徒を支援する時、様々 な職種の人が関わることは子どもを甘やかすことにつながるのではないかと心配である

問13学校内の情報だけで、児童生徒の理解は十分図ることができる

問25教師以外の様々 な職種の人が、どのように児童生徒と関わりを持っているか理解している
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因子分析の結果抽出された5因子に含まれる各項目

に基づき，因子の命名をした。第 1因子は，間20「教

員の仕事内容や，学校での役割について理解している」

といった，多職種と連携するための知識や技術に関す

る11項目がまとまっていることから「連携スキル」と

命名した。第2囚子は，問30「スクールソーシャルワ

ーカーの仕事内容や，学校での役割について理解して

いる」といった，教育支援専門職の理解を間う 3項目

から成っていることから「教育支援専門職の理解」と

命名した。第 3因子は，問 4「問題時だけではなく日

常生活の中でも，児童生徒と様々な職種の人との関わ

りは必要だ」といった，多職種と連携をすることへの

前向きさについて間う 6項目から成っていることから，

「連携への積極性・開放性」と命名した。第4因子は，

間23「児童生徒の人間形成のためには，クラス活動か

ら部活動まで，児童生徒のあらゆる場面に教師は関わ

るべきだ」といった，教師がすべてを抱えこもうとす

る認識について問う 4項目から成ることから，「教師

中心性」と命名した。第5囚子は，問29「児童生徒の

間題は特定の専門家が対応することであり，専門職以

外の職種の者が関わることではない」といった，各職

種が分業して対応に当たるという認識について間う 2

項目から成ることから，「分業意識」と命名した。

また， 5つの下位尺度の内的整合性について検討す

るために， Cronbachのa係数を算出したところ，第 1

因子「連携スキル」 a=.83,第2囚子「教育支援専門職

の理解」 a=.88,第 3因子「連携への積極性・開放性」

a=.68, 第4因子「教師中心性」 a=.50,第5因子「分業

意識」 a=.53であった。

3 両課程における「チーム学校」の理解

両課程においてチーム学校の理解度に差が見られる

のかどうかを検討するために，各下位尺度の合計得点

を項目数で割って平均値を算出し，これを下位尺度得

点とした。そして，算出した下位尺度得点を用いて，

課程を独立変数とした対応のない t検定を行った

(Table3)。

Table3下位尺度因子のt検定の結果(n=723)

全体 教員課程 支援課程 t値

M 2.54 2.51 2.67 
連携スキル 4.28*** 

SD .42 .42 .39 

教育支援専門 M 2.13 1.94 2.96 
19.08*** 

職の理解 SD .65 0.5 0.57 

連携への積極 M 3.19 3.16 3.33 
4.83*** 

性・開放性 SD .42 0.43 0.37 

教師中心性
M 2.68 2.74 2.43 

8.10*** 
SD .45 .44 .40 

分業意識
M l.95 1.97 1.90 

SD .62 0.62 0.61 
n.s. 

***p<.001 

その結果，「連携スキル」 (t(721)=4.28,p<.001),「教育

支援専門職の理解」 (t(721)=19.08,p<.001), 「連携への積

極性・開放性」 (t(721)=4.83,p<.001)においては支援課程

の学生方が教員課程の学生よりも有意に高い得点を示

した。一方，「教師中心性」においては，教員課程の学

生の方が支援課程の学生よりも有意に高い得点を示し

た(t(721)=8.10,p<.001)。

w 考察

1 課程による「チーム学校」の認知度及び理解の差

愛知教育大学に通う大学 l年生に対して，「チーム

学校」やSSW・SC・学校事務といった専門職の認知度

及び，チームとしての多職種連携・協働のスキルや認

識に関して質間紙調査を行ったところ，在籍する課程

によって認知度や理解が異なることが示された。

「チーム学校」の認知度及びSSW・SC・学校事務の

認知度について課程を独立変数とした［検定を行った

ところ，いずれも支援課程の方が有意に高い値を示し

た。これは，両課程の学生において「チーム学校」を

知ったのは授業内と答えている者が多かったものの，

支援課程の学生は，入学前段階で“教育支援専門職”に

ついて調べ，その上で授業で理解を深めたことにより，

「チーム学校」の認知度がより高かったことが考えら

れる。“教育支援専門職’は新しい職種であるため，教

師ほど職業イメージが定まっているわけではない。そ

れゆえ，当養成課程を志望する学生は，高校での進路

選択の際にこの職種の仕事内容や就職先等の実情につ

いて自身でリサーチを重ねざるを得ず，入学前にある

程度の知識を持った状態で入学して来ていることが考

えられる。

また， SSW・SC・学校事務の仕事内容や学校での役

割について理解していると答えた人数を見ると，職種

によって偏りがあることがわかった。教員課程におい

て， SCは121名に対し， SSWはその半分以下の40名

と人数に差が見られた。これは， SCの配置は 1995年

から始まったのに対し， SSWの配置は2008年からの

10年間であるため，学校現場に十分に浸透しておらず，

小学校から裔校までの間に学生自身と接点が少なかっ

たことが背景として考えられる。また，授業内で理解

した学生数が少ないことから，教える側においても，

これらの専門職の仕事内容や役割が浸透しきれていな

いことも考えられる。すなわち，教員課程の 1年生に

とって，教育支援専門職は接点がない限り，知る機会

が少ない職種であることがうかがえる。対して，支援

課程においては SSW・SC・学校事務いずれも 103人

,---..,107人の学生が理解していると回答しており，職種

による人数の偏りは見られなかった。また授業内で知

ったと回答した者が多いことから，授業内おいてそれ

ぞれの職種について触れられていることが考えられる。

さらに，「チーム学校」の理解を測定する尺度を作成
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し，課程を独立変数としたt検定を行った結果，「連携

スキル」，「教育支援専門職の理解」，「連携への積極性・

開放性」においては，支援課程の学生の方が教員課程

の学生よりも有意に高い得点を示した一方で，「教師中

心性」においては，教員課程の学生の方が支援課程の

学生よりも有意に高い得点を示した。この結果から，

1年生の支援課程の学生は，連携・協働に対して意欲

的な姿勢あるいは必要性を感じているのに対し，教員

養成の学生は，学校内では教師が中心となって対応に

あたっていくという認識であり，両課程間に認識の差

があることがうかがえた。先述したチーム学校や専門

職の認知度の結果も踏まえると， 1年生の段階では，

専門的な授業もまだ少ないため，チーム学校や専門職

に関する知識の不足が要因ではないかと推察される。

それゆえ，入学前から抱いている職業イメージや，入

学前に得た知識によるところが大きいと考えられる。

支援課程の学生は，各自が専門職に就くことを目指し

て入学して来るため，入学前にその職種について調べ

る過程で，連携や協働についても知ったことが考えら

れる。一方で，教員課程の 1年生は，高校までに自身

が目にする教師の姿やメディアに登場する教師像によ

り，教師が中心となって子どものために奮闘している

印象が強いのではないだろうか。大学 1年生に対して

インタビューを行い教職への意識について調査を行っ

た久保(2009)によると，学生は，入学前における過去に

出会った教員の存在や教員である親の影響を受けてい

ることが示されており，学生の中に，教師が中心とな

ってすべてに対応していくという理想的な教師像が築

かれていることが考えられる。一方で，教育実習前後

の変化として，教員が連携・協働し合っているという

実態を大学生が理解することが指摘されており（石崎，

2014), 教育実習など長期間学校現場に入っていくこと

により，これまで目にしてこなかった教員の姿や仕事

を理解していくことがうかがえる。すなわち， 1年生

の段階においては，専門職についての知識が乏しく，

加えてこれまでに築いた教師像の印象が強いため，多

職種の動き方や里携することの必要性を考えにくく，

教員課程の学生は，支援課程の学生よりも，有意に「連

携スキル」，「教育支援専門職の理解」，「遮携への積極

性・開放性」が低く，「教師中心性」が高いという結果

になったのではないかと考える。土井・加籐(2011a)は，

学校において，個別面接以外の SC活動の具体例を示

したり， SCと共に取り組む課題を明確化するための話

し合いを行うことを通して，相談行動や協力して行う

問題解決行動が増加することを示しており，今後，教

員課程の学生も専門職の職務内容や役割を具体的に知

っていくことで，「チーム学校」としての運携・協働の

鴫町は促されていくことが考えられる。

2 今後の課題

本調査は大学 1年生に対して行ったが，学年が上が

るにつれ専門的な授業や学外の実習機会も増え，より

広い視野で教師や専門職について考えていくことがで

きるであろう。今後継続的に調査を行っていくこと

で，学生の学びや経験による「チーム学校」の理解の

深まりを見ていくことができると考える。加えて，今

回においては課程による比較を行ったのみであったが，

今後はチーム学校の理解を促進する要因について明ら

かにしていくことが求められるだろう。「チーム学校」

疇育支援専門職について，授業内で聞いたり知った

学生が多かったことから，どのような授業であるか等

についても検討することで，チームとしての学校に関

する学生の理解を効果的に促していくことができると

考える。加えて，両課程間で見られたチーム学校の認

知度や理解度の差については，大学在学中を通して相

互理解を深めることで差を少なくしていくことが必要

であると考える。学校現場において連携・協働して問

鴫賊に当たる際，双方の理解や情報共有が大きいと

される（土井・加藤2011b)。ゆえに，在学中から，教師

や専門職の双方の理解や情報を共有する訓練をしてお

くことで，実際の現場で働く際にスムーズに連携・協

働をしていくことのできる人材になることが期待でき

る。今後は，両課程の学生が共同で学ぶ機会を作るな

どの取り組みが必要であると考える。
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